
平成 29年度卒業論文・卒業研究題目

人間科学系

氏 名 題 目

出 口 陽 介 ゲーミフィケーションの社会文化的意義

頴 川 光 樹 ジル=ドゥルーズと限界の哲学について

今 田 朱 音 『PUCK』から見る宝塚とシェイクスピア

岳 川 祐 輔 新型うつ病と現代社会

福 井 彩 音 かわいい文化の来歴と国際化から考察するハローキティ人気の背景

池 崎 仁 美 愚痴っぽさはどこで生じるのか

井 藤 大 貴 学習塾が国の行政の管理下におかれるまでの変遷

井 上 尭 フリーターのメディア表象の変遷について

上 田 源 嗣 視聴者の主観的評価から見る「つまらないバラエティ」の実態

河 村 雅 裕 グローバル女子京大生のキャリア観

河 野 幹 志 部活動顧問の過重負担に関する新聞記事の論調の変遷について

小 西 菜 月 音楽史のなかのミュージカル ―音楽と言葉，アメリカ合衆国とキリスト教―

藤 沢 ひかり 日本の若者は超常現象をどのように受容するか

浅 野 早 紀 父と子の『嵐が丘』

石 井 純 哉 女性がアイドルになる意味 ―ライブアイドルの「承認」と自己呈示―

伊 藤 香 奈 育児雑誌『ひよこクラブ』にみる現代の育児する家庭像

井 野 聡 美 ｢百合」映画における「少女性｣ ―空間，時間，異性―

江 田 遼太郎 地域資源活用による地域の活性化の在り方

梶 本 雄一朗 ｢溶け合う身体」を促し活かす組織づくり

―カンボジア小学校建設プロジェクト Pumpitを事例として―

川 上 翔 司 病気をもつ人々についての社会学的研究

河 野 立 樹 テレビの「やらせ」からみえる「受け手」と「送り手」の変化

菅 野 優 子 ｢教育先進国」とは何か ―フィンランド教育の表象をめぐって―

倉 田 紘 顕 『ハリー・ポッターと賢者の石』の映画化における戦略

小 泉 大 樹 なぜツッコむのか？ ―ゴフマンの儀礼を参考に―

里 井 惇 志 炎上に対する特定の SNS内での反応の変遷とその理由について

―ユーザーが発信した情報を中心とした考察―

下 野 宗 大 トーマス・マン『トーニオ・クレーガー』におけるダンスをめぐって

―アンデルセン『人魚姫』のダンスと比較しながら―

西 川 明 伸 映画監督小林啓一のピン送りの美学
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野 崎 祐 人 Agatha Christieʼs Arts of Narrative in Her Detective Novels

(アガサ・クリスティの探偵小説における語りの技法)

服 部 憲 悟 『悲劇の誕生』における「理論的人間」についての考察

―｢ソクラテス的なもの」対「ディオニュソス的なもの」―

花 木 汐 梨 文学作品における精神医学 ―夢野久作『ドグラ・マグラ』の先進性と独自性―

濱 田 明日郎 アンリ・ベルクソンの哲学と映像技術

藤 本 優 実 アーティスト主催の音楽フェスについて

古 市 秀 和 嫌韓問題を問い直す ―嫌韓の「受け手」に関する議論に着目して―

松 村 真 仁 ｢自発的な復興」を生むメカニズム ―熊本県阿蘇郡西原村の事例より―

認知情報学系

氏 名 題 目

佐 藤 友 規 Effect of a stair climbing-descending exercise program at a high intensity level on blood glucose excursions

in a healthy young man

(1人の健常男性において高強度階段昇降運動プログラムが血糖値変化に及ぼす影響)

犬 飼 裕 貴 Palmatine acutely stimulates 5ʼ-AMP-activated protein kinase in C2C12 skeletal muscle cells

(C2C12骨格筋細胞においてパルマチンは急性的に 5ʼ-AMP活性化プロテインキナーゼを活性化す

る)

飯 泉 諒 外乱立位における姿勢安定性へのライトタッチの効果

高 見 大 地 視覚探索における時間割引

西 田 駿 輝 NIRSを用いた小脳の測定

俣 野 のぞみ フランスの教育におけるポジティヴ・アクション アメリカのアファーマティヴ・アクションと

比較して

浅 原 祐 太 Gallic acid does not acutely stimulate 5ʼ-AMP-activated protein kinase or Akt in C2C12 skeletal muscle cells

(C2C12骨格筋細胞において没食子酸は急性的に 5ʼ-AMP 活性化プロテインキナーゼ及び Aktを活

性化しない)

池 田 智 美 Adaptation of Muscle Synergy in Balancing Task

(姿勢制御課題における筋シナジーの適応)

石 垣 伊 織 新聞投書における文体・表現とジェンダー認識

緒 方 悠 介 日常会話における，関西地方の方言「知らんけど」表現のもつ意味・役割

加 藤 すみれ DNA修復にかかわるタンパク質の生理機能

古 賀 あゆみ 罪悪感を伴う自伝的記憶において行為の有無が与える影響

小 林 周 平 Kinectによる立位分析

迫 裕 太 思春期児童の不安を自他認識からみた検討

白 川 健 重み付け結合法を用いた脳情報デコーディング

高 田 遥 香 Effects of mild hyperbaric oxygen on peripheral blood flow and skin temperature

(未梢血流および皮膚温に対する軽度高気圧酸素の影響)
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瀧 澤 明 希 Twitter に見られる「笑い」表現 および絵文字，顔文字の特徴

田 中 咲 妃 Effects of mild hyperbaric oxygen on unloading-induced atrophy and decreased oxidative capacity in the

soleus and plantaris muscles of rats

(無負荷によって生じるラットヒラメ筋および足底筋の萎縮と酸化能力の低下に対する軽度高気圧

酸素の影響)

多 米 友紀長 閾下報酬刺激が視覚的注意に及ぼす影響

茶 圓 将 司 長時間のトレーニングによる筋シナジーの変化

長 江 悠 介 名刺における評価と記憶の関係

那 波 弥 人 有理関数のファトウ集合上の複素力学系

西 優 花 画像のメモラビリティや眼球運動と記憶想起の関係

野 口 真 生 霊長類におけるメタ認知の定量的評価

芳 賀 浩太郎 Effects of Japanese-style diet on insulin-stimulated Akt phosphorylation and glucose transport activity in rat

skeletal muscle ― in comparison with Western-style diet

(日本食摂取がラット骨格筋のインスリン刺激時の Aktリン酸化と糖輸送活性に与える影響―西洋

食摂取との比較による検討)

林 剛 大 正二十四胞体による四次元空間充填の超平面切断として得られる三次元空間充填について

原 澤 恒 太 Motor Control of Backward Walking

(後ろ向き歩行の運動学的制御)

日 野 遼 人 Coq上で実装された Hoare論理を用いたプログラムの検証

平 田 歩 他者からの期待が記憶に与える影響についての実験心理学的検討

福 田 睦 幼児期における自己信頼性と他者尊重性の発達連関

森 葵 TRPVI発現神経細胞の可視化

山 田 将 也 色彩語の由来に見られる日本と西洋の文化差

吉 田 幸 髪型の類似性が顔の印象に与える影響とその個人差に関する実験心理学的研究

国際文明学系

氏 名 題 目

赤 坂 宣 明 生命侵害障害における逸失利益の定義

三 宅 大 樹 オランダの東インド貿易戦略と技術的科学の発展 1595-1629

柳 沼 昂 也 大伴家持「陳私拙懐一首」について

高 木 裕 樹 日本の経済停滞と格差の拡大に関する考察

長谷部 祐 日本の競争力と雇用を取り戻すための税制度改革

佐 藤 基 史 マラヤの脱植民地化過程におけるイギリスの目標と脅威 (1945-57)

尾 崎 龍 平 ジョージ・W・ブッシュ政権のネオコン政治家と対テロ戦争

賀 来 沙樹子 他者を「エンパワーメント」にすることの意味と問題点に関する考察

―インドと日本 2つの路上生活者支援における「価値の相克」を巡って―
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加 藤 翼 ｢食べること」から世界へつながる 〜農本主義の限界を超えて〜

河 野 知 樹 ｢ハンナの戦争」を読む ―彼女は何を思い，何を語ったか―

髙 橋 優 直 神戸市北野地域における安藤忠雄設計の建築物が周辺地価に与える影響

寺 岡 寛 曜 クリストファー・ノーラン監督作品の変遷とその背景

西 村 佳弥子 イギリス東インド会社の資本主義成立における役割

東 衛 志 現代海賊問題と国際政治 ―現代海賊問題の示唆した主権国家体制の限界―

宮 原 耀 一 英国学派による事例研究の試み ―スエズ戦争を題材に―

森 口 裕 介 世代別投票率が財政分配に与える影響 ―パネルデータを用いた実証分析―

五十嵐 捷 幸せにつながる働き方とは ―職務満足度から考える―

市 丸 雅 啓 第四次産業革命が雇用に与える影響

宇 野 浩 隆 アジア中所得国における農業問題 ―タイにおける農業政策の転換と農工間格差―

折 田 唯 19世紀フランス社会学から考える人口と経済の関係

加 藤 智 也 小林秀雄『本居宣長』論

髙 山 貴 之 火事への対応と貴族社会 ―小右記を中心に―

澤 田 真 吾 Bリーグの入場者数の決定要因に関する研究

塩 田 温 子 2030年の技術発展と日本の労働生産性の向上

反 町 駿 介 国際通貨国の覇権と内包する通貨圏衝突リスク ―ポンド体制とドル本位制の比較検討―

田 崎 公 正 人々に選ばれる日本の山々 ―最適輸送理論により描かれる日本の山の魅力―

田 幡 玲央那 第二次世界大戦期の日本の地理的世界観 ―カール・ハウスホーファーが与えた影響―

長 澤 孝 将 大祓詞「金木」考

根 木 明日希 アマルティア・センによる厚生経済学の再構築からみるケイパビリティ・アプローチの可能性

林 真 彩 戦争とインフレーションの総合的研究 〜第二次世界大戦期の日本を中心に〜

三 枝 桃 子 多様な働き方を選択できる社会の実現に向けて ―仕事と育児の両立を中心に―

村 岡 英 特色ある公立大学の地域貢献 ―秋田県の国際教養大学を事例として―

森 江 建 斗 ウェストファリアの言説と国際関係理論発展との相互関係性

安 野 早紀子 父親になる過程において公共が果たすべき役割は何か

―父親の教育性育成支援から見る自治体の両親学級に関する考察―

横 内 亮 太 万葉集三八七〇番「紫乃粉滷乃海」の考察

米 谷 友 利 経済成長要因における「文化」の評価を再考する
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文化環境学系

氏 名 題 目

平 野 泰 隆 日本酒のブランド・イメージとブランド戦略の比較と考察 ―｢伏見の清酒」を事例に―

中 村 多 伽 0園におけるホステス文化

吉 永 由 香 大宰府門前町のイメージについて ―商業空間の変遷から―

大 塚 香 苗 原発城下町，敦賀の変遷について

上 良 智 子 府中城下町の空間構造とその形成過程

新 妻 直 志 労働の非苦役化 ―京都の人力車夫の仕事を事例に―

羽 部 浩太朗 宿場町の近代都市化 ―浦和・大宮を事例に―

平 松 宏 基 長浜市中心市街地における空地の位置づけと変遷に関する研究

深 谷 拓 未 イタリア人とジェンダー ―日常生活に見る女性の支配と男性の忍耐―

舟 橋 知 生 ネパール・バクタプルにおける町家の外観意匠の変化に関する研究

〜震災復興にみられる伝統意匠に着目して〜

森 田 眞 苗 日用品と贅沢品 ―棕櫚製品を扱う京都の荒物屋を事例に―

自然科学系

氏 名 題 目

坂 上 大 志 京都鴨川水系のニレ科樹木集団における孤立化の遺伝的影響

小 野 夏 樹 レーザーフラッシュポンプ・プローブ法によるエアロゾル化学への挑戦

―HO2ラジカルの取り込み速度を決定する要因の解明―

佐 藤 宰 京都における交雑オオサンショウウオの齢構成と個体群動態に関する研究

中 川 悟 志 4.0 GPa下での NMR測定 ―定荷重式高圧下 NMR装置の開発―

中 窪 真 史 二次元角柱周りの流れに関する数値計算方法の比較

中 坪 真 希 森の中と外における気温と水蒸気量の関係性について及び大気中の水蒸気の移動について

永 井 夏 織 経験的グリーン関数法を用いた 2016年鳥取県中部の地震の震源モデルの推定

菱 谷 眞一郎 酸化チタン光触媒によるピリジンとベンゼンのクロスカップリング反応

三 好 雄 大 根毛細胞壁の力学的特性の解析
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